
【目的】
直方市・鞍手町・宗像市の広域連携事業により、
県道29号線（直方宗像線）沿線地域の活性化を図る

【内容】
○鞍手町、直方市の特産品を道の駅で販売（３年目）
○道の駅「むなかた」の軒下で販売

【効果】
○旬の果物を販売することでの、販売力の強化
○道の駅「むなかた」の認知度向上により交流人口の増加
○直方市、鞍手町の特産品の認知度向上による地域活性化
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